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1-2
ワイヤレスセンサネットワークの
概要
ワイヤレス技術といえば、私たちの日常生活に浸透している携帯電話や無線LANを思い起

こす人が多いと思います。ワイヤレスネットワークは、その通信距離と通信速度によって、お

およそ図1.9のように分類できます。
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図1.9　いろいろなワイヤレスネットワーク●●

ワイヤレスWAN（Wide Area Network）といえば、いまや日常生活に欠かせないものであ

る携帯電話が使用するワイヤレス広域通信網です。デジタル方式の第2世代携帯電話は、1993

年に登場以来、数年前までは広く利用されていましたが、2012年中にほぼすべて使用が停止さ

れる見通しです。現在では、より高速なデータ通信やマルチメディアを利用するための、ITU

（国際電気通信連合）によって定められた「IMT-2000」標準に準拠する第3世代携帯電話が

主流となっています。現在では、第3世代携帯電話方式「W-CDMA」の高速データ通信規格

「HSDPA」をより進化させた、下り100Mbps以上、上り50Mbps以上の高速通信の実現を目指

した第3.9世代携帯電話のLTE（Long Term Evolution）が、NTTドコモやソフトバンクモバ
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イルなどによって利用が進められています。さらに性能の高度化を目指す第4世代携帯電話の

検討も始まっています。

一方、現在、都市エリアをカバーしている有線系のブロードバンド接続サービスは、xDSL

や光ケーブルを媒体としたものが主流になっていますが、人口密度の低い地域でも安価な接

続サービスを目指しているワイヤレス都市域アクセス網として、ワイヤレスMAN（Wireless 

Metropolitan Area Network）があります。ワイヤレスMANの通信範囲は、携帯電話と無線

LANの中間の位置づけとなります。2003年1月に、WiMAXという名称で、IEEE 802.16aが標

準化ワイヤレスMANとして承認されました。10 ～ 66GHzの周波数帯を使うIEEE 802.16aは、

数十キロの範囲をカバーでき、最大で70Mbpsの通信を可能とする高速ワイヤレス技術です。

国内では、主にKDDIグループのUQコミュニケーションズ社がWiMAX通信事業を展開中で

す。

ワイヤレス構内通信網のワイヤレスLAN（Wireless Local Area Network）は、すでにオ

フィスおよび家庭に浸透して、最近市販されているノートパソコンにとって必須機能になっ

ています。無線免許不要の2.4GHz帯を利用した、11Mbpsの通信速度ができる無線規格IEEE 

802.11bの登場をきっかけとして、WiFiという名称の無線LANがすでに認知されています。

現在では、54Mbpsの高速通信が可能なIEEE 802.11aとIEEE 802.11g規格が主流となってい

ますが、2009年9月に正式に規格化された最高通信速度600MbpsのIEEE 802.11nが、これか

ら市場へと展開されていくでしょう。

近距離ワイヤレスネットワークのワイヤレスPAN（Wireless Private Area Network）は、

個人の行動範囲（数十メートル以内）をカバーする通信ネットワークです。その中に、本書の

主な内容に関わってくる920MHz帯域ワイヤレスセンサネットワーク、IEEE 802.15.4ネット

ワーク、ZigBeeネットワーク、Bluetoothといったワイヤレスネットワークは、このワイヤレ

スPANの範囲に該当します。

前述した遠距離と高速のワイヤレス技術があれば、それをそのまま近距離と低速のアプリ

ケーションに適用できるのではないかと思われる読者もいるかもしれません。しかし実際に

は、そうしたことは簡単ではありません。遠距離と高速のワイヤレス通信技術においては、よ

り遠く、より速く通信できることを追求するために、コストと消費電力などの性能目標をある

程度犠牲にしなければならないからです。ワイヤレスセンサネットワークでは、通信距離と通

信速度よりも、コストと消費電力をその目標仕様としてより重要視しなければなりません。
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ワイヤレスセンサネットワークとは

ワイヤレスセンサネットワークはWSN（Wireless Sensor Networks）という略称されるこ

とがあります。ワイヤレスセンサネットワークでは、イーサネット、シリアル通信、フィール

ドバスなど、従来の有線ネットワークを置き換えるだけではなく、計測制御分野において従来

の有線方式では取り扱いが難しいアプリケーションや、新しい通信インフラを提供すること

が期待されています。ワイヤレスセンサネットワークは、ゲートウエイを経由して、バックボー

ン（Backbone）のイーサネット、シリアル通信、フィールドバスなどの有線ネットワークと

接続して、計測制御データへのアクセスポイントとして、計測制御システムの構成要素となる

ケースが多くなります。

ワイヤレスセンサネットワーク導入のメリット

ワイヤレスセンサネットワークを計測制御に適用するメリットとして、次のようなことが

挙げられます。

コストダウン■■ ：現状では、計測制御機器の配線コストが機器本体よりはるかに高いこと

がよくある。たとえば、千円以下のスイッチに対し配線ケーブルおよび敷設のための工

事費用が数万円以上になるケースもよくあるが、そうしたことを解消できる。

設置の柔軟性■■ ：最近では製造業での激しい競争環境の結果として、メーカーは「多品

種少量」へ柔軟に対応できる生産設備を求められており、生産設備の増減やレイアウト

変更などが頻繁的に行われている。ワイヤレスセンサネットワークによる計測制御機器

は、そうした変更に対して容易にかつ迅速に対応できる。

センシング範囲の拡大■■ ：従来の有線計測ネットワークにおいては、移動体や回転体のよ

うな配置が困難だったり、配線コストの理由で数百個の計測点のような大量センサの

配置をあきらめなければならない場合がある。ワイヤレスセンサネットワークの導入に

よって、従来では構築不可能だった計測ネットワークを実現できる。


